
7月の聖書のことば いつも喜んでいなさいとは

こひつじ保育園の聖句にもなっているこの言葉は、子どもたちも好んでよく覚

え、讃美歌にもなっています。

しかし、いつも（ALWAYS）喜びなさいって・・・そんなそんな・・・ ですよね。なかなか難しいこと、無理難題なこ

とを言われているようで非現実的に感じます。

人は命令されて喜べるものでは決してないからです。喜びとは、湧き上がるものです。湧き上がる感情は私たちの気

持ち次第ですが、それとは別に愛に満ちた、感謝に溢れた「喜び」もあります。

マザーテレサさんが「喜びは、わたしたちの生活の特徴でなければなりません」と言われました。 「喜び」の反対

である「憂い、苦しみ、嘆き、不平」が私たちの生活を支えて欲しくありません。「喜ぶこと」 はある意味決意と似

ていて「愛すること」と同じような決意によって変化すると思います。

その「喜び」を自分の根底に据えるならば、物事の見方は大きく変わるでしょう。

私自身、ついつい眉間にしわが寄ってしまって反省すること多々の毎日ですが、マザーテレサはこうも言いました。

「たんにほほえむだけで、どれほどたくさんの善をもたらすことができるでしょう」と。あれこれ難しいことを言わな

くても、「ほほえみ」は自分自身もまわりをも明るく照らしてくれそうです。ほほえんでいることで心に喜びがあふれ

る、逆に、喜びを心に持つからほほえみが生まれる。

子どもたちと接する時、また保護者の方にももちろんですが、人と接する時にはこういう気持ちを大切にしたいと7

月の聖句を読みつつ、の感想でした。

園長 犬童れい子

いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことに

も感謝しなさい。
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